
「さ
わ
や
か
」
に
ヒ
ア
リ
ング
ー

総
務
省

九
州
管
区
行
政
評
価
局

/  

行
政
苦
情の
相
談に・ ・ 

I 
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一
月
二
十
一
日
 
(水
) 
午
前

十
時
よ
り
「さ
わ
や
か
」
八
幡

事
業
所
で
、
総
務
省
九
州
管
区

行
政
評
価
局

の
田
原
友
幸
首
席

行
政
相
談
官
が
、
来
ら
れ
て
「さ

わ
や
か
」
の
福
祉
有
償
運
送
の

現
状
と
、
こ
れ
か
ら
の
要
望
や
、

福
祉
有
償
運
送
に
関
し
て
、
行

政
に
言
い
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

相
談
事
と
し
て
、
反
映
し
て
い

き
た
い
と
い
う
主
旨
で
、
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

「さ
わ
や
か
」
か
ら
は
、
山

田
理
事
長
、
梶
原
常
務
理
事
、

江
頭
相
談
役
が
、
参
加
し
ま
し
た
。

ヒ
ヤ
リ
ン.グ
は
、
「さ
わ
や
か
」

の
設
立
か
ら
の
歴
史
的
経
過
や

現
在
に
至
る
ま
で
の
歩
み
な
ど

を
理
事
長
が
説
明
を
し
ま
し
た
。

田
原
首
席
行
政
相
談
官
は
、

膨
大
な
資
料
を
用
意
さ
れ
、
そ

の
な
か
か
ら
の
疑
問
点
を
質
問

さ
れ
、
理
事
長
が
、
的
確
に
回

答
を
し
ま
し
た
。 

0
福
祉
有
償

問運
題送
点の
を
提
起

福
祉
有
償
運
送
で
の
問
題
点

で
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
、
「さ

わ
や
か
」
か
ら
、
提
起
さ
れ
ま

し
た
。 

一 、
任
意
団
体
の
時
は
、
何

の
規
制
も
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
が
、
今
日
中
し
込
ん
で

く
れ
ば
、
明
日
か
ら
で
も
、
送

迎
が
可
能
で
し
た
。 
道
路
運
送

法
第
七
九
条
が
で
き
、
多
<
の

規
制
が
か
け
ら
れ
、
大
変
不
便

を
感
じ
て
い
る
。

二
、
安
全
運
転
講
習
の
研
修

を
二
日
間
受
け
、
更
に
車
両
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
運
営
協

議
会
を
経
て
、
陸
運
支
局
に
登

録
を
し
な
け
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
出
来
な
い
。

三
、
任
意
保
険
の
加
入
額
が

決
め
ら
れ
て
い
る
。

四
、
提
出
書
類
が
多
<
、
事

務
量
が
煩
雑
化
し
て
い
る
。

五
、
運
行
管
理
者
を
事
業
所

に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

そ
の
為
に
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の

事
業
者
や
ト
ラ
ッ
ク
の
運
送
業

者
と
一緒
に
三
日
間
の
講
習
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
運
行
管
理
者
人
数
も

車
両
登
録
台
数
に
よ
っ
て
決
ま

っ
て
お
り
、
「さ
わ
や
か
」
で

は
四
人
の
運
行
管
理
者
が
必
要

と
な
る
。 
こ
こ
ま
で
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
?

六
、 
4
ナ
ン
バ
ー
の
軽
貨
物

「

',

自
動
車
は
セ

'タ
ン
型
で
は

'-f
,f

faaーぃ:J 
通常
. 

と
が
出
来
な
い
。 

f
f
｠
"

た
と
一え
ば
、

f
:'

以
前
は
、
お

米
屋
さ
ん
や
、
酒
屋
さ
ん
な
ど
が
、

時
間
が
空
い
た
と
き
に
送
迎
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

出
来
な
<
な
っ
た
。

七
、
。ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
、

過
去
二
年
間
の
間
に
、
免
許
停

止
処
分
を
受
け
た
場
合
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
 
(福
祉
有
償
運

送
に
よ
る
送
迎
) 
を
す
る
事
が

出
来
な
い
。

八
、
宣
伝
を
し
て
欲
し
い
。 

市
民
の
方
に
福
祉
有
償
運
送
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、

市
政
だ
よ
り
等
に
掲
載
し
て
ほ

し
い
。

ま
た
、
新
聞
、
メ
デ
イ
ア
等

を
使
っ
て
多
<
の
方
々
に
知
っ

て
欲
し
い
。

等
々
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
福
祉
有
償
運
送
の

よ
り
よ
い
運
営
の

た
め
の
検
討
会

北
九
州
市
で
は
、
現
在
、
運

営
協
議
会
の
な
か
に
、
検
討
会

を
立
ち
上
げ
、
福
祉
有
償
運
送

の
よ
り
良
い
運
営
の
た
め
の
、

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

理
事
長
が
説
明
し
ま
し
た
。

根
本
的
に
は
、
福
祉
有
償
運

送
が
、
道
路
運
送
法
第
七
十
九

t a0 
昨年8月に開催した「第8回北部  
九州三県合同通院送迎事業研修
交流会」の議事録を作成しまし
た。
ご希望の方は事務局までお知ら
せ下さい。 ( 無料です ) 

条
に
規
定
さ
れ
て
ぃ

無
理
が
生
じ
て
い
ー

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で

る
の
に
、
バ
ス
、
々

J
R
と
同
じ
道
路
、看

祉
有
償
運
送
が
入
ぃ

る
こ
と
が
、
問
題
P゙

す
。

〇
移
送
サー
ビ
ス

S
T
S
法
.l-

要

基
本
的
に
は
、

リ
1
新
法
の
都
市

で
S
T
S
法
と
し

て
い
く
の
が
、
真

な
い
か
と
の
意
見

ま
し
た
。

ヒ
ヤ
リ
ン
'ク
は
、

和
や
か
な
雰
囲
気

の'な
か
で
、
二
時

間
に
わ
た
り
行
わ

れ
、
有
意
義
に
終

.る
こ
と
に

6す
。

、、
運
営
す

,ク
シー
、

e送
法
に
福

ン込
ん
で
い

~と
思
い
ま

十
6Jし

て
「え
る
べ
き

バ
リ
ア
フ

計
画
の
中

て
、
考
え

っ
当
で
は

が
出
さ
れ

1' 、、、1

1 
,o.a 

. ・解l: .... 

f1,辞,f'11
e 

り
ま
し
た
。

「さ
わ
や
か
」
は
、
十

三
年
間
の
歴
史
を
も
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
、

総
務
省
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン

、一一f
め｠
"
一、.-'｠
"
a

人
事

要話
絹
枝

完t;3P

小
倉
事
業
所
の
事
務
局
員

の
寄
友
絹
枝
さ
ん
が
、
昨
年

十
二
月
二
十
五
日
付
を
以
っ

て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

寄
友
さ
ん
に
は
、
平
成
九

年
の
小
倉
事
業
所
の
設
立
以

来
十
一
年
間
に
わ
た
り
、
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
疲
れ
樣
で
し
た
。 

発 行 者
特定非営利活動法人
通院介護センタ、一 
さ わ や か
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ラ
ン
テ
ィ
ア
が

(い
) な
<
な
る
日
c,l: 

S
今
の
時
代
だ
か
ら
考
え
る
S
 

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア活

動
の
原
点

平
成
二
十
年
十
二
月
十
三
日
、

日
本
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
歴
史
コ
l 
デ
イ
ネl 
タl の
役
割

協
調
性
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。

日
本
の
状
況
を

見
て
み
よ
う

日
本
の
状
況
を
見
ま
す
。 
六

〇
一〇
年
代
、
聖
徳
太
子
が
、
院

を
作
り
、
弱
者
救
済
を
行
っ
た
。 

2009年2月 12 日

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
、
六
時
間
三
十
分
に
わ

た
り
、
「ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
考

え
る
研
究
集
会
」
が
、
ウ
ェ
ル

と
ば
た
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
遠
く
は
三
重
県

か
ら
、
総
勢
五
'十
三
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

研
修
会
は
基
調
講
演
「時
代

に
即
し
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
考

え
る
」
と
い
う
演
題
で
、
時
代

の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
変
化

し
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
っ

い
て
、
第
一線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
お
二
人
の
対
談
か
ら
さ
ぐ

り
ま
す
。

お
話
い
た
だ
く
お
二
人
は
、

安
藤
雄
太
氏
 
(東
京
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
 '
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
副

署
長
) 
藤
本
新
二
氏
 
(北
九
州

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
 '
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
) 
で
す
。

今
日
の
題
名
の
「ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
が
 
(い
) 
な
く
な
る
日
」

と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
当
た

り
前
に
な
る
日
と
い
う
意
味
を

込
め
て
っ
く
り
ま
し
た
。 
r清
く
、

正
し
く
、
美
し
く
」
楽
し
く
面

白
く
や
る
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
イ

ァ
で
す
。

一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
社

会
的
基
礎
が
構
築
さ
れ
、
介
護

保
険
制
度
、
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
が
、

行
政
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て

行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

と
は
?

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
は
、
ラ
テ

ン
語
で
、
ボ
ロ
ー
と
い
い
、
自

由
意
志
の
意
味
で
す
。 英
語
で
は
、

W
i
1
1
と
い
い
ま
す
。 
一七

〇
〇
年
後
半
か
ら
一八
〇
〇
年

初
頭
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
に

産
業
革
命
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス

ラ
ム
街
で
、 
C
〇
S 
(慈
善
組

織
団
体
) 
が
生
活
を
支
え
た
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン

ス
の
戦
い
の
中
で
、
ボ
ロ
ン
テ

イ
ウ
 
(義
勇
軍
) 
が
で
き
る
。 

日
本
で
は
、
相
互
扶
助
活
動

=
助
け
合
い
で
の
生
活
が
随
分

長
か
っ
た
。

相
互
扶
助
は
相
互
に
見
返
り

を
求
め
る
点
で
、
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
一部
で
あ
る
が
、
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
と
は
異
な
る
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は
、
自
発
性
、

報
酬
を
認
め
な
い 
(見
返
り
を

求
め
な
い
) 
、
人
の
喜
び
を
自

分
の
喜
び
と
す
る
。

一九
四
五
年
=
第
二
次
世
界

大
戦
後
は
、
引
き
上
げ
援
護
活
動
、

戦
災
孤
児
の
支
援
、
子
ど
も
会

活
動
=
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ

1
ル
ス
カ
ウ
ト
、
婦
人
会
な
ど

の
支
援
活
動
が
あ
った
。 

一九
六
〇
年
代
に
、
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
の
芽
が
広
が
り
は
じ
め
た

ス
ト
リ
ー
ト
 ・
チ
ル
ド
レ
ン
に

勉
強
を
お
し
え
た
り
、
海
水
浴

に
行
っ
た
り
、
学
生
を
中
心
に

ボ
ラ
ン
テ
イ
が
始
ま
る
。

一九
八
一年

国
際
障
害
者

年
を
へ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協

会
が
っ
く
ら
れ
た
。 
東
京
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
一九

八
九
年
に
作
ら
れ
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災

こ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
最

初
に
な
る
。 
ボ
ロ
ン
テ
イ
ウ
は

義
勇
兵
か
ら
転
じ
て
自
発
性
、

無
償
性
、
正
義
の
戦
い
、
開
発
性
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
役
割

=
自
発
性
、

公
共
性
が
必
要

◆
社
会
的
制
度
・
・
・新
し

い
し
く
み
を
作
っ
て
い
く
。

◆
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
パ
イ
オ

ニ
アボ

ラ
ン
テ
イ
ア
が
新
し
い
も

の
を
作
っ
て
い
く
。

建
設
的
批
判
と
し
て
の
提
言

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年

一九
九
五
年
一月
十
七
日

阪
神
淡
路
大
震
災
、
四
十
万

人
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
全
国
か

ら
集
ま
る
。 
マ
ス
コ
ミ
で
は
、

こ
れ
を
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
元
年

と
呼
ん
だ
。 
若
者
達
が
、
命
令

も
さ
れ
ず
、
止
む
に
止
ま
れ
ず

入
り
込
ん
で
.き
た
。 グ
レ
イ
ド
. 

ア
ッ
プ
し
た
大
き
な
動
き
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
と
な
った
。

一九
九
八
年
 
N
p
〇
法
に

っ
な
が
り
、
十
二
月
か
ら
発
足

し
た
。 
一九
九
〇
年
代
の
福
祉

一 
◆
や
っ
て
い
け
な
い
こ
と

一、
完
璧
を
求
め
な
い

二
、
レ
べ
ル
の
低
い
発
想
は

駄
目三

、
目
標
の
な
い
活
動
は
し

な
い◆

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と一、

理
想
を
掲
げ
る

=
p
〇
E
M 
(詩
)

二
、
傾
聴
=
心
を
理
解

三
、
積
極
的
な
姿
勢

四
、
喜
び
を
創
り
上
げ
る

五
、
情
熱=
P
A
S
S
I
〇
N

最
後
に
、
行
政
と
民
間
 
(ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
) 
は
、
対
等
か
?
 

行
政
と
の
契
約
は
、
委
託
、
補

助
の
契
約
し
か
な
い
。 
下
請
け

契
約
は
、
対
等
で
は
な
い
。

「ち
が
う
よ
ね
!
」
と
言
わ
ね
ば
!

今
か
ら
の
課
題
は
、
ど
う
、

行
政
と
一緒
に
作
る
か
で
あ
る
。 

無
か
ら
作
り
あ
げ
、
チ
ャ
レ
ン

の
公措施共公あ
助置設助助り
制中 ・'方

↓度心公共が
助助↓↓ .大

民 自き.. 保在
空E険宅 jij.,1、.制中 ・';'し
'E度心 自わ助、一・・ 助つ・た

ジ
し
て
い
く
、
地
域
を
変
え
て

い
く
。 
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
か

ら
ボ
ラ
・ン
テ
イ
ア
運
動
へ
!

以
上
、
当
日
の
話
を
ま
と
め

ま
し
た
。 分
科
会
に
っ
い
て
は
、

割
愛
し
ま

し
た
。 
大

変
有
意
義

な
催
し
で

し
た
。 

基 _  


